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【課題の概要】 

 本研究は、強誘電体の自発電気分極の集団励起モードである

フェロンの輸送現象や熱電効果と、強磁性体の磁気モーメント

の集団励起モードであるマグノンとの相互作用を解明し、スピ

ンカロリトロニクスにフェロン自由度を組み込んだマルチカロ

リトロニクスという学際融合領域の創出を目的としたものであ

る。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 スピンカロリトロニクスを拡張するマルチカロリトロニクス

と呼ぶ新しい学理構築を目指す独創性の高い課題ある。加えて、

輸送物性や熱電変換に新たなフロンティアを拓き、波及効果が

極めて大きいと期待される。 

 


